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1. カオナビ公開 APIとは
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カオナビの『公開API』とは、クラウドサービス『カオナビ』が公開しているAPIのことです。APIを利用すること
で、他システムとカオナビをつないでデータのやり取りを行うことができます。

APIを活用してデータ連携を行うことで、手作業でのミスを減らし、業務の効率化が図れます！

データ抽出 データ加工 データ登録

手動 手動 手動

データ抽出 データ加工 データ登録

自動連携

Before

After



1. カオナビ公開 APIとは
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2025年4月現在のカオナビ公開API最新バージョンは2.0で、『無償』で利用が可能です。

機能要件 概要

シートレイアウトの定義情報 画面を経由せず、APIでの確認が可能

部分更新のAPI 更新しない項目の指定は不要
（※単一レコードシートのみ）

API更新後の計算式パーツ 再計算される

APIリクエスト回数上限 1時間あたり3,000回

API実行結果の確認 管理者メニューの画面上から確認可能

他システムへの通知 Webhook設定により処理完了を通知

動作確認用のモード ヘッダーにDry-Runを設定することで、データベースの操作を
行わず、リクエストの内容が適切であるかを検証可能

～APIv2の主な特徴～



1. カオナビ公開 APIとは
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カオナビの公開APIは以下の流れで実行していきます。

①カオナビ画面上から Consumer Key、Consumer secretを確認する

②①を元にアクセストークンを取得する APIを実行する

③②を元にカオナビの各種操作 APIを実行する

④③のレスポンスを元にタスク進捗状況を確認する



2. APIで操作可能な機能
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2. APIで操作可能な機能
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カオナビの機能に対してAPIで操作可能な機能は以下の通りです。（2025年4月末時点）

• 基本情報（メンバー情報）

• 顔写真（登録・更新のみ）

• シート情報

• 所属ツリー情報

• ユーザー情報

• ロール情報（取得のみ）

• マスター情報

• Webhook設定　

• 拡張アクセス設定

※スマートレビューやボイスノートなど、他の機能についてはAPIで操作できません。



2. APIで操作可能な機能
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シート情報  
社員に紐づく情報を登録  

異動履歴,評価履歴,資格,自己紹介など 
※画面左側のタブでシート情報が切替

カオナビに登録されている従業員情報がAPI連携可能です。

基本情報  
社員の名前 ,年齢,性別,所属,等級など 

基礎項目を登録

顔写真



2. APIで操作可能な機能
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カオナビに登録されている所属ツリー情報(組織情報)がAPI連携可能です。



2. APIで操作可能な機能
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カオナビにログインできるユーザー情報がAPI連携可能です。



2. APIで操作可能な機能
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カオナビに登録されているロール情報がAPIで取得可能です。



2. APIで操作可能な機能
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カオナビに登録されている一部マスター情報がAPI連携可能です。



2. APIで操作可能な機能
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APIで操作可能な対象シートを制御することが可能です。



2. APIで操作可能な機能
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カオナビに登録されているWebhook設定とAPI連携可能です。



2. APIで操作可能な機能
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カオナビに登録されている拡張アクセス設定とAPI連携可能です。



3. 連携事例紹介
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3. システム間連携の実績
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ERP・人事・給与基幹システム

勤怠 業務ツール

COMPANY Generalist

ADPS

ProActive

勤次郎(エンタープライズ )

Galileopt

Teamspirit スプレッドシート Excel

OBIC7 ZeeM

人事奉行 P3

Oracle SuperStream

リシテア



3. 連携パターン例
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中間処理プログラムを用いて日次連携し、最小工数でデータの鮮度維持を実現！

• COMPANY → カオナビ（ERPの情報を正とし、人事情報をカオナビへ連携）

• COMPANY ⇔ カオナビ（一度カオナビからデータ取得し、差分だけを連携）

• カオナビ → スプレッドシート（データバックアップの目的で連携）

• カオナビ → OBIC(評価FBや給与計算のため人事評価情報を連携 )

• SmartHR ⇔ カオナビ（双方の人事情報最新化）

• Teamspirit ⇔ カオナビ（勤務実績をカオナビへ、人事情報を勤怠システムへ連携）

• SONAR ATS → カオナビ（内定承諾者の基本情報をカオナビへ連携）



3. 連携事例①：某建設事業会社様
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中間処理
プログラム

お客様側

連携対象データを抽出

Generalist

全データを入れ替え・
差分データを更新

カオナビ

利用目的 カオナビ側のデータ最新化および人的リソース削減のため

連携システム Generalist

連携頻度 データ量が多いため日次、週次、月次ごとに連携するシートを分けて実行

連携情報（他→カオナビ） 計37シート
(基本情報、所属ツリー、組織情報、家族情報、学歴情報、保有資格、職務経歴、欠
勤休職、人事考課歴、昇進昇格履歴、勤怠、研修歴、etc...)

連携情報（カオナビ→他） なし

連携方法 GeneralistにはAPIがないため、CSVファイルを中間処理プログラムへ連携しカオナビ
のAPIを実行



3. 連携事例②：某住宅リノベーション会社様
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お客様側

連携対象データを抽出

TeamSpirit差分データを更新

カオナビ
登録済データの取得

GoogleAppsSc
ript

利用目的 カオナビ側のデータ最新化および人的リソース削減のため

連携システム TeamSpirit

連携頻度 4時間に1回

連携情報（他→カオナビ） 計5シート
(基本情報、住所・連絡先、緊急連絡先、学歴、職歴、保有資格)

連携情報（カオナビ→他） なし

連携方法 Googleスプレッドシートのアドオン「DataConnector for Salesforce」が、定期的にデー
タ取得し、シートに書き出し。
 スプレッドシートに埋め込まれたGASが時間トリガーで起動し、シートの情報を読み
取り、カオナビAPIでデータ更新を実行。



3. 連携事例③：某資材産業業界様
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お客様側

連携対象データを抽出

P3

全データを入れ替え・
差分データを更新

カオナビ

中間処理
プログラム

利用目的 カオナビ側のデータ最新化および人的リソース削減のため

連携システム P3

連携頻度 日次

連携情報（他→カオナビ） 計13シート、所属ツリー情報、ユーザー情報
(基本情報、住所・連絡先、家族情報、海外赴任歴、契約情報、職歴等）

連携情報（カオナビ→他） なし

連携方法 中間処理プログラムでSFTPでP3からCSVデータを取得。CSVデータをカオナビのAPIの
形式に 成形・変換し、更新を行っています。



3. 連携事例④：某アパレルブランド様
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お客様側

SmartHR①差分データを更新

カオナビ
②データの取得

中間処理
プログラム

①データの取得

②差分データの取得

利用目的 双方のシステムのデータ最新化および人的リソース/オペミスの削減

連携システム SmartHR

連携頻度 日次

連携情報（他→カオナビ） 基本情報(組織情報除く)、連絡先、語学情報、銀行口座情報

連携情報（カオナビ→他） 役職、組織情報、兼務情報、グレード

連携方法 お客様側のクラウド基盤に中間処理プログラムを配置して頂き、規定の時間帯に両
システムのデータを取得・更新を行っています。



3. 連携事例⑤：某ソフトウェア業界様
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スプレッドシート

データ変換

基本情報  +α を出力

スケジュール起動
データ出力を要求

GoogleAppsSc
ript

利用目的 データバックアップ、スプレッドシート上での加工処理のため

連携システム スプレッドシート

連携頻度 日次

連携情報（他→カオナビ） なし

連携情報（カオナビ→他） 基本情報＋その他シート

連携方法 Google Apps Scriptを用いて日次バッチでカオナビ側の情報を取得し、特定のフォル
ダへシート別にデータを保管している。



4. Appendix
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費用対効果について
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以下のような要件の前提で費用対効果を算出してみました。(参考)

連携するシートと頻度　：5シート、日次
手動での作業時間　　　：1日1.5時間 ( =月30時間 )
1月あたりの作業工数　  ：3.75人日

1人日の作業コスト　　：5万円
1月あたりの総コスト　：約19万円
API連携開発費用  　　   ：初期120万円、月額4万円



コネクトパートナーについて
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労務
入社手続き・年末調整・給与明細

《連携》
基本情報等

勤怠
勤怠管理・打刻・有休管理

《連携》
基本情報
勤怠情報

採用
応募者管理・面談管理

《連携》
内定者

基本情報

給与
給与計算

《連携》
基本情報
給与情報

学習管理
研修受講結果・履歴

《連携》
基本情報
研修履歴

適性検査
性格検査結果

《連携》
基本情報
性格情報

以下製品に関しては中間処理プログラムの構築はなく自動連携することが可能です。
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総務・給与
給与計算

《連携》
基本情報
勤怠・給与

Etc…

給与・労務・採用・勤怠
給与計算

《連携》
基本情報
勤怠・給与

※一例です

《連携》
基本情報・所属情報

勤怠・給与・研修情報 ...

給与・労務・採用・勤怠
給与計算

HITOLink、勤次郎、MINAGINE

POSITIVE

Etc…

その他、APIを公開しているシステム ・
共有フォルダへ格納されたファイル

APIを公開しているも
しくはSFTPが

利用できるシステム
であれば、

ある程度簡単に自動
連携が実現可能かと

思われます。

コネクトパートナーについて

データ連携用のコネクターを提供している企業様のご紹介も可能です。



各種公開URLリンク
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■カオナビ公開APIとは

　https://help.kaonavi.jp/hc/ja/articles/30384784788365

■カオナビAPIv2ドキュメント

　https://developer.kaonavi.jp/api/v2.0/index.html

■カオナビコネクテッドパートナー

　 https://www.kaonavi.jp/connectedpartner/

■システム連携相談フォーム

　 https://www.kaonavi.jp/seminar-archive/user-custom-csv/

https://help.kaonavi.jp/hc/ja/articles/30384784788365
https://developer.kaonavi.jp/api/v2.0/index.html
https://www.kaonavi.jp/connectedpartner/
https://www.kaonavi.jp/seminar-archive/user-custom-csv/



